
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年２月 

木崎中学校 

保健室 NO.1０ 

 

二酸化炭素を測定しています 
この機材を使って 

騒音を測定します 

照度の測定 

＜学校環境基準＞ 

二酸化炭素（CO2）

1500ppm以下 

温 度 

17℃～28℃ 

湿 度 

30％～80％ 

照 度 

５００ルクス以上 

自分たちの 
教室環境について 
考えてみよう 

木崎中の結果は… 

★二酸化炭素（CO2） ７９４ ppm 

★温 度  １９ ℃    

★湿 度  ５２ ％ 

★照 度  最高(窓側)  １５５０ルクス  

最低(廊下側) ２２９ルクス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２月９日（木）６校時、第２回学校保健委員会が開催さ

れました。今回のテーマは「デジタル機器の利用による目

の健康への影響」でした。保健委員の２年生が発表用スラ

イドを作成し、１年生が発表を行いました。 

第１回と同様、感染対策のためＰＣ室からの全校配信

で実施しました。 

発表を受けて、木崎中の皆さんが、視力低下防止に向け

た行動がとれるようになるといいな･･･と願っています。 

①ある 

②ない 

Ｑ：どのような不調でしたか 

60.66％ 63.1％ 65.5％ 

73.5％ 

視力検査の結果：全国(R3)・群馬県(R3)・太田市(R4)・木崎中(R4) 

視力検査の結果、木崎中の皆さんの視力

は、全国(R3)・群馬県(R3)・太田市(R4)

の結果と比べて、視力１．０未満の人の割合

が、多いことがわかりました。 

対策：近視進行防止・疲れ目防止の注意点 

1 目と画面の間を３０センチ以上離して、良い姿勢で見る 

2 ３０分以上画面を見た後は２０秒以上遠くを見て目を休める 

3 １日２時間以上の屋外活動をする 

4 寝不足がないように、規則正しい生活を心がける 

5 定期的な眼科診察を受けて、適切なメガネを作る 

参照：日本眼科医会：子どもの目・啓発コンテンツ  

目の健康啓発マンガ『ギガっこデジたん』  

近視の人口は、増加し続けており令和 4年 7月、

文部科学省が公表した「令和３年度学校保健統

計」の結果では「視力 1.0未満の中学生」の割合

が、60.28％で過去最多となり、中学生の近視の

進行・増加が、問題となっています。 

30cm 


